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業績予想の修正並びに四半期業績の見通しに関するお知らせ 

１．平成２２年３月期 第２四半期連結累計期間（平成２１年４月１日～９月３０日）業績予想の修正 

最近の業績動向を踏まえ、去る７月２４日に公表した平成２２年３月期第２四半期連結累計期間の業績

予想を以下のとおり修正します。 

 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 

百万円 

１３４，０００ 

～１４４，０００ 

百万円

２１，０００ 

～２７，０００

百万円

１７，０００ 

～２３，０００

百万円 

６，０００ 

～１０，０００ 

円 銭

１２．０６ 

～２０．１０

今回修正予想（B） １４３，０００ ３３，０００ ３０，０００ １５，０００ ３０．１５

増減額  （B－A） － － － － －

増減率  （％） － － － － －

前年同期実績 ２０２，４３７ ６４，８５５ ６２，２１２ ３４，４４９ ６９．２５

<備 考> 

フラットパネルディスプレイ用ガラスの需要の回復を背景に、当第２四半期連結累計期間の業績は前

回公表時の見通しに対して強含みで進捗しており、この結果、利益は前回予想のレンジの上限を超え

る見込みです。 

  

２．平成２２年３月期 第３四半期（平成２１年１０月１日～１２月３１日）の見通し 

・ 第３四半期につきましても、フラットパネルディスプレイ用ガラスは堅調な需要が予想されます。当社と

いたしましては、これに対応した稼動を行うとともに、生産性の改善やコスト低減の推進を通じて収益

性の向上を図ってまいります。 

・ その他の事業分野については、製品により回復の進捗度に差がありますが、それぞれの市場動向に

対応しつつ収益性の改善に取り組んでまいります。 

・ 以上により、前年同期比較で、売上は１５％～３０％程度の増収、また営業利益については８０％ 

～１２０％（２．２倍）程度の増益を予想しています。 

 

 

上記の見込み数値は、現時点での合理的な判断によるものであり、実際の業績はこれらと異なる可能性

があります。 

 以 上 
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